
消化器内科
主な対象疾患

消化管疾患：・消化器悪性疾患（食道癌、胃癌、大腸癌、消化管間質腫瘍（GIST）等）
・消化管良性疾患（消化性潰瘍、胃食道逆流性疾患（GERD）、良性ポリープ等）
・炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎、クローン病）
・機能性疾患（機能性ディスペプシア（FD）、食道運動機能異常、過敏性腸症候群）

肝 疾 患：・急性肝炎
・ウイルス性肝疾患（B型肝炎、C型肝炎等）
・自己免疫性肝疾患（自己免疫性肝炎、原発性胆汁性胆管炎（PBC）、原発性硬化性胆管炎（PSC））
・アルコール性肝疾患 ・脂肪性肝疾患（MASLD） ・肝硬変
・肝癌（肝細胞癌、胆管細胞癌（CCC）等）

膵胆道疾患：・胆石 ・総胆管結石 ・胆管炎
・急性膵炎 ・慢性膵炎 ・自己免疫性膵炎
・胆道癌 ・膵癌 ・膵嚢胞性疾患（IPMN等）

診療科の特徴

●24時間365日のオンコール体制で消化器救急を即時受入
消化管出血、急性膵炎、急性胆管炎など、一刻を争う救急疾患に対し、24時間体制で対応いたします。
止血術、緊急ステント留置術を含め、緊急で内視鏡・透視下処置が必要な症例に即時対応いたします。

●専門医による高精度な内視鏡診断および高度な内視鏡治療
上部・下部内視鏡だけでなく、超音波内視鏡(EUS)、ERCP、小腸内視鏡において豊富な症例数を有し
ます。
経験豊富な専門医が、早期癌に対するESD、胆膵疾患に対するEUS-FNA、Interventional EUS、ERCP
によるドレナージ術、ダブルバルーン内視鏡による狭窄拡張術等、高度な内視鏡治療を行います。

●消化器癌・肝疾患・IBDに対して専門医による高度な集学的治療
消化器癌に対して、外科・放射線科とも緊密に連携し、症例毎に最適な治療を行います。
急性及び慢性肝疾患、IBD症例に対して、経験豊富な専門医を中心に最新の治療を行います。

地域医療機関の先生方へ：ご紹介時のお願い

・上部消化管内視鏡検査は、FAX紹介のほか、絶食での受診を指示いただければ当日対応に努めます。
・鎮静剤希望の方は、紹介状に「鎮静剤希望」とご記載ください。
・お急ぎの症例は即日対応いたしますので、受付時間が過ぎていてもご連絡ください。
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専門分野
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資格
日本内科学会総合内科専門医・指導医
日本消化器病学会専門医・指導医

・近畿支部評議員
日本消化器内視鏡学会専門医・指導医

・近畿支部評議員
日本肝臓学会専門医
日本がん治療認定医機構がん治療認定医
京都大学医学博士

■その他当科の医師が保有する資格

日本内科学会総合専門医（６名）・指導医（３名）
日本消化器病学会専門医（９名）
日本消化器内視鏡学会専門医（９名）
日本肝臓病学会専門医（５名）
日本炎症性腸疾患学会専門医・指導医
日本消化器内視鏡学会上部消化管内視鏡スクリーニング認定医
日本消化器内視鏡学会大腸内視鏡スクリーニング認定医
日本消化器がん検診学会認定医
日本救急医学会救急科専門医


